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児童の生活習`償と心理的ストレス
ー性格特性と低体温との関連で－

嘉数朝子＊井上厚*＊田場あゆみ…

LifeHabitsandPsychologicalstressinSchoolChildren：

-Personality，Lowbodytemperaturechildren-
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要約

本研究の目的は、①生活習慣と学習習慣、ストレス反応、および体温との関連を検討すること、②被験者を低体
温群と普通体温群の２群に分け、生活・学習晋･慣、ストレス反応の両群間の違いを検討すること、であった。
主な結果は次の通りであった。生活習慣とその他の要因との間には関連があった。一方、学習智･慣は、ストレス

反応や体温との間には関連はみられなかった。このことから、小学生においては、学習習・慣、ストレス反応、体温
は生活習１$iの影響を受けることが示唆された。また、生活習'償尺度の中の「遅刻」の項目に関して、学習習慣の３
下位因子の全てと関連がみられたことから、「遅刻」は学習習,慣の形成に最も影響を与えることが示唆された。また、
低体温群と普通体温群の間で、生活・学習晋,閲とストレス反応には違いはみられなかった。

背景と目的 習`慣にも現れているのだろうか。この点を明らか

にするために、本研究では沖縄県の小学生の生活

習慣の実態と、それらがストレスに及ぼす影響を

明らかにすることを目的とする。併せて子どもの

健康状態の生理的指標として体温をとりあげる。

近年、低体温児の問題が児童期シンドロームの１

つとしてとりあげられるようになってきたことが

背景にある。長根(1997)は学童期シンドロームの

一つとして児童のストレスと低体温との関連を指

摘した。低体温の原因として現代の児童の運動不

足や朝食抜き、偏食、夜更かしなどの生活習慣か

らの影辮をあげている。

我々はこれまで沖縄県の児童のストレスに関連

する諸要因の検討を行なってきた。沖縄県の児童

のストレスに関連する要因は他県の児童と共通点

も多いが、相違点も報告されている。嘉数・中澤・

井上・當山・島袋（1997）は、児童のストレスフ

ル・ライフイベントについて千葉県と沖縄県の地

域比較を行なった。沖縄県の児童のほうが家族に

関連したライフイベントを多く経験していた。ソー

シャルサポートにおいては、沖縄県の児童のほう

が千葉県よりも兄弟からのサポートが多いことが

特徴的であった。また嘉数・徴山・中澤・井上・

Little（1998）は、児童のストレス対処行動のな

かで沖縄県では千葉県に比較して回避行動が多い

ことを報告している。

本研究では児童のストレスに大きな影騨力をも

つものとして生活習慣をとりあげる。ｉ【|'繩県の青

少年の深夜俳佃の原因が沖縄の夜型社会にあると

指摘されることが多いが、その影響は児童の生活

研究１

子どもたちは成長するにつれて様々な習'償を身

につけていくｃ家庭での基本的生活習,償を基礎と

して、学校生活への適応のための学習習，慣が形成

されるだろう｡本研究はパイロットスタディであ

り、ｉｌｌ１繩県の児童の生活習慣の基礎的資料を得る
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ことが目的であるため、今回は沖純県のみの児童

を対象とした。先行研究としては長根（1997)、

島井ら（1995）との比較を行うものとする。

生活習,償尺度は生活時間に関しては、長根や常

山を参考に項目を選定し、食行動については鈴木

(1998）を参考に７項目作成した。学習習慣尺度

については小学生用の簡便な尺度がないため、あ

らたに因子分析を用いて尺度を構成することとし

た。

の結果、３因子が抽出された。各因子の項目内容

と因子負荷量を表１－１に示した。

表１－１学習習慣尺度の因子分析

汗
一
醜
一
翫
一
総
一
仙
一
獅
一
叩

出された宿題はきちんと
しますか

宿題がなくても家で勉強
しますか

授業中、先生の話を聞か
ないことがありますか

テレビを見すぎて勉強し
ないことがありますか

テスト前に計画を立てて
勉強しますか

テストを書き終わった時、
見なおしますか

テストを返してもらった
とき、間違い直しをしま
すか

チャイムが鳴ったら授業
の準備をしますか

授業のノートはちゃんと
とっていますか

普段計画通りに勉強でき
ますか

学校習ったことは、その
日のうちに復習しますか

次のＨの予習をしますか

勉強の仕方を色々工夫し
ていますか

勉強で分からないところ
を先生に質問しますか

固有値
寄与率

方法

１．調査対象：沖縄県那覇市内の公立小学Ｄ小学

校の６年生２クラス76名。そのうち、男子39名、

女子37名であった。

２．調査期日及び調査手続き

調査実施日：1998年11月19日。

調査手続き：質問紙による調査は、児童の登校が

ほぼ完了する午前８時から学級で集団で実施した。

調査者は男子大学生１名であった。

３．調査内容

生活・学習習`慣尺度（付録参照）：学習習`慣尺

度は、杉村ら（1986）及び富山（1994）を参考に

構成され'4項目であった。学習習・慣尺度は、家庭

の学習習慣と学校の学習習慣とがあり、今回の調

査では、家庭の学習習慣から、「宿題・復習・予

習｣、「勉強の仕方｣、学校の学習習'慨から、「授業

の受け方｣、「ノートの取り方｣、「テストの受け方」

を使用した。評定は、４段階評定で回答を求めた。

生活習'償尺度は「起床時間｣、「就寝時間」の２

項目は當山（1994）を参考に、食事に関しては、

鈴木（1998）を参考に９項目、また長根（1997）

を参考に、生活に関して６項目、遊び・運動に関

して３項目を作成し、合計20項目で構成された。

現在の生活が、項目の内容にどれぐらい当てはま

るかを４段階評定で回答を求めた。

.3８芯
小
龍

6.262

44.725

第１因子には、「出された宿題は、きちんとや

る」（－)、「テレビを見すぎて勉強しないことが

ある」（－)、などの７項目が高く負荷しており、

｢基本的学習習､慣」の因子と命名した。

第２因子には、「チャイムが鳴ったら、本やノー

トを出して授業の準備をする｣、「授業のノートは

ちゃんととる｣、「普段計画した通りに勉強できる」

の３項[1が高く負荷しており、「学習計画性」の

因子と命名した。

第３因子には、「学校で習ったことは、その日

のうちに復習する」（－)、「勉強で分からないこ

とがある時、先生に質問する」（－）などの４項

目が商〈負荷しており、「学習方略」の因子と命

名した。

結果と考察

１．学習習慣尺度の尺度構成

（１）因子分析

14項目からなる学習習`償尺度について、因子分

析（主因子法、バリマックス回転）を行った。そ

－２２２－
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以上の結果から、小学生の学習習`慣は、「基本

的学習習`慣｣、「学習計画性｣、「学習方略」の３因

子から構成されていると推測される。

（２）学習習'慣尺度の信頼性

学習習慣尺度の信頼`性を検討するために、

Cronbachのα係数を求め、表１－２に示した。

第１因子はα-688、第２因子はα＝､582、第３

因子はα-495であった。項目数が少ないことを

考慮すると、ほぼ満足できる値と言えるだろう。

表１－４学習習慣尺度の３下位因子得点の平均値

上hｈ

2021.

0.156.

1106.

基本的学習評慣

学習計画性

学習方略

。ｐ＜､０５

２．生活習慣尺度

生活習慣尺度の結果については多岐にわたるた

め付録に収録した。主な結果のみを記述する。

生活時間については、就寝時間はかなり遅いも

のも多く、３割が11時頃に就寝していた。起床時

刻は半数が７時頃起床していた。ＴＶ視聴時間に

ついては、３割が３時間以上みていた。ＴＶゲー

ム使用時間については性差がみられ、男子は４割

が１～２時ｌ１ｌｊ、女子では１時'111以内と回答してい

た。

食行動については、「朝食を食べないことがあ

る」とするものは３割で宮城ら(1996)の結果とほ

ぼ一致した。これは福島県の小学校４～６年生を

対象とした鳥井ら（1995）の約１割に比較すると

多い。また、男女ともに家族と一緒にではなく個

別に朝食をとるものが多かった。夕食については

毎日家族揃ってとるのは３割未満であった。給食

については、男子のほうが女子よりも多く食べて

いた。清涼飲料水については約６割が週ｌ～２本

飲んでいた。間食は、約３割が２日に１回間食を

していた。

遊びについては、男女共に３割が毎日遊び、４

割が１時間以上遊んでいた。

生活習`慣尺度20項目の中の各項目間の関連をみ

るために、相関係数を算出し有意な値のみを表1－

５に示した。その結果、生活時|lljに関する項|]内、

すなわち起床・就寝時|M]のIHIには有意な相関が得

られた。また、食行動に関する項目間、すなわち

給食、間食、ｈＩｉ涼飲料水とのｌｌ１１には有意な相関が

えられた。排便は生活時間と食行動の両者との'''１

に有意なｷ''11Mが得られた。

表１－２学習習慣尺度の３下位因子の信頼性係数

下位尺度 α係数

､688

.582

.495

｢基本学習習`償」

「学習計画性」

「学習方略」

７
３
４

（３）各因子間の関連

因子分析の結果得られた３つの因子間の関連を

見るために、相関係数を算出し表１－３に示した。

その結果、すべての因子間で有意であったが、特

に第１因子「基本的学習習慣」と第２因子「学習

計画性」との間で高い正の相関が得られた（r＝

､599,ｐ＜001)。このことから、「基本的学習習

`慣」の確立がなされているほど「学習計画性」の

確立もなきれていると言えるだろう。

表１－３学習習慣尺度の因子間の相関

３２１

基本学習習憤

学習計画性

学習方略

599....398率．

、398.

白
い
■

。
■
Ⅱ
」
（
叩
一
狂
］
（
迂
印
）

｡ｐ＜､0.5..ｐ＜､０１．．．ｐｐ＜００１

（４）各因子の平均値、標準偏差、男女差

因子分析の結果得られた３つの因子の平均値と

標準偏差を求め、衣１－４に示した。ｔ検定を行っ

た結果、「基本的学習習慣」で女子より男子が平

均値が有意にi斑かつた（t＝2.021,ｐ＜､05)。こ

のことから、「基本的学習習・慣」は男子より女子

が確立されているといえる。

３．学習習・|f(尺度と生活習慣尺度との関連

生活習恢20項[1と学習習,償３下位因子で相関を

求め、表１－６に示した。この結果より特に「遅

－２２３－
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表１－５生活習慣尺度内部相関

２５６７１２１３１４１５１７１８

１．就寝時刻

２．起床時刻

３．冷暖房使用領度

４．排便の噸度

５．決まった時間に寝る

６．テレビ視聴時間

７．テレビ視聴時間

８．テレビゲーム便lU時1ｍ

９．朝食の頻度

10．夕食の領度

11．家族全ロでの朝食

12．家族全ロでの夕食

１３．給食

14．清涼飲料水

15．間食

16．外遊び領度

17．外遊び時間

18．遅刻の獅度

､4５１．．．．233。

３６７．． -.348.。

､254･・

-273.゜ －．４０５．．．

､357･・

-.309..

-.281．＊２８８．

３１０．．

279。

－２６２ｏ

４４５．．．

刻の頻度（値が問い程少い)」は、学習晋'慨の３

下位因子全てとプラス相関を示し、遅刻が少い程

学習習`慣が確立されていることが分った。遅刻は、

児童の登校時の様子を表している。また、登校時

は家庭での生活から学校の生活に切り替わる時で

もある。このことから、家庭での生活習慣が確立

していれば、学校における基本的生活習`脳も確立

されるといえる。

研究２

本研究では、研究１で作成した生活習`慣・学習

習慣尺度と、性格特性やストレス反応との関連を

検討する。蔚数他（1998）は、ストレス反応に影

響する要因として性格特性・ソーシャルサポート・

対処行動をとりあげた。本研究では生活習`慣と学

習習`慣が児愈のストレス反応にどのように影響す

るかについて検討する。その際に、嘉数他

(1998）でストレス反応への影響力が大きかった

性格特性を加え、生活習`償・学習習`脇のストレス

への影響力との比較を行う。

表１－６生活習慣と学習習慣の相関

鑿鐺臘学習計繭慌,;判"鴫
決まった時ＩＨＩに起きるか

給食

外遊び時間

遅刻の頻度

－２５６．

－．２３９．

－．２４０．

．４１２．．．

方法

､2５４．、308.

対象：研究１と同一。

調査項|］：(1)生活習,償尺度21項目（研究ｌ参照)。
。ｐ＜､０．５．．．１)＜､００１

－２２４－
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(2)学習習慣尺度：杉村(1986)から18項目を選択

した。因子分析の結果、「基本的学習習`慣」「学習

計画性」「学習方略」の３因子が抽出された。

(3)ストレス反応尺度：嘉数・中澤（1997）によ

るストレス反応尺度を使用した。「身体反応｣、

｢抑欝・不安｣、「不機嫌・怒り｣、「無気力」の４

つの下位因子からなる各５項目、計20項目から構

成されており、現在の自覚的な心身の状態につい

て、項目の内容がどの程度当てはまるか４段階で

評定させた。当てはまる程度が高いほど、高得点

となる。

(4)性格特性尺度：ＹＧ,性格検査の神経質傾向と

社会的外向の２因子各４項目の計８項目について

2件法で回答させた。

とから、屋外での遊びの頻度や時間が児童のスト

レス反応と関連があることが考えられる。子ども

にとって外遊びがストレス反応の低下につなっが

ていることが示唆された。

表２－２ストレス反応と生活習慣性格特性との相関

身体反応抑篭・不安不機嫌・怒り無気力

〈生活習慣〉

排便の頓度

間食

外遊びの頻度

外遊びの時間

遅刻の甑度

282.

.266.

-397..

-.448.。－．262. -.267.

-.244.

〈性格特性〉

社会的外向

神経間傾向

結果と考察 －．177-.393..

.244..、４７０．゜

-.328..-.189

.378３５４．．

1．ストレス反応と性格特性の平均値および性差

表２－１にストレス反応と`性格特性の平均値お

よび性差を示したストレス反応の各下位因子にお

いては性差は認められなかった。性格特性につい

ては性差は認められなかった。

．ｐ＜､０５．．ｐ＜,0１

他の項目では、「排便の頻度」と「抑欝不安｣、

｢間食」と「抑欝不安」との間で有意な正の相関

がみられた。このように、ストレス反応と生活習

,償では、食事や遊びに関する項目で関連がみられ

た。生活習，慣において直接身体に関連があるもの

が、ストレス反応に影響があることが示唆された。

外遊びがストレスを軽減する効果を持つことは

興味深い。外遊びは運動習`償としての効用も大き

い。遊びが活動性を活性化させることは当然であ

るが、それのみではない。河合（1992）は、遊び

の効用について「心理療法の中の遊戯療法の中核

は自由な遊びである。いろいろな問題を持った子

が遊戯療法によってよくなる。自由な遊びの中で

子どもの創造的活動が現れ、それを通じて子ども

たちは自ら癒され、自ら育っていく」（16頁)と述

べている。そのような遊びによる癒しの効果も見

逃せない。

食行動について、一般には朝食をぬくことが無

力感などと結びつきやすいといわれているが、本

研究では朝食に関する項目はストレスとの有意な

相関は認められなかった。なぜ朝食ぬきがストレ

スと関連がないのかについては、本研究のサンプ

ルとその他の研究との詳細な検討が必要であろう。

学習習慣は、ストレス反応との間に有意な相関

表２－１ストレス反応下位尺度得点の平均値

<ストレス＞

身体反応

抑欝・不安

不機嫌・怒り

無気力

〈性格特性＞

社会的外向

神経質傾向

0184

1.632

0.873

0.560

7.729

6.449

6.686

7.127

2.84

214

2.10

2.24

7.667

6.297

6.472

7.270

２２８

Ｌ85

1.86

2.92

7.794

6.625

6.912

6.971

3.37

2.45

2.34

2.21

7．０８８１１６

４．９４１１３０

1.345

0016

6,8871.21

４．９４４１２６

６７０３１．２４

４．９４６１２５

２．ストレス反応と各測度の間の相関

ストレス反応の４下位因子と、生活習`慣20項目

の内６項目との間の相関を求め表２－２に示した。

有意な相関が得られた項目は下記の通りである。

特に「外遊びの頻度」と「身体反応」の間と、

｢外遊びの時間」と「身体反応｣、「抑欝不安｣、

｢無気力」との間に負の相関がみられた。このこ

－２２５－
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バーの生徒が多い、という結果が報告された。こ

の報告は現在進行中で低体温児７名、統制群18名

という少人数を被験者としているため一般化する

ことはできないが学校現場にとって無視すること

のできない結果である。

本研究では沖縄県の児童における低体温の研究

のパイロットスタディとして、低体温児の出現頻

度や男女差を調査することを第１の目的とする。

第２の目的は体温と性格特性、生活習慣、学習習

慣、ストレスとの関連を検討することである。第

３の目的は生活習慣やストレスについて体体温群

と統制群との比較を行うことである。

を示さなかった。小学生では、学習習慣よりも生

活習慣のほうがストレスを規定するようである。

これは、小学生では学習習慣がまだしっかりと確

立されておらず、確立されたとしても非常に少数

であることが考えられる。このことから小学生に

おいては、学習習`脳よりもまず生活習慣の確立が

重要であること示唆される。

性格特性は、ストレス反応との間に有意な正相

関が得られた（表２－２参照)。「神経質傾向」は

全てのストレス反応の因子と正相関（身体r＝

､244,抑欝r＝､470,不機嫌r-378,無気力r＝､354）

を示し、「社会的外向」は「不機嫌・怒り」と負

の相関関係（r＝-.343）にあった。「神経質傾向」

がストレスを増大させ、社会的外向が軽減させる

というこの傾向は嘉数他(1998)と一致している。

方法

1．対象：研究ｌと同一。

研究３

２．体温測定調査内容

・体温測定期日：第１日目1998年11月16日月曜日、

第２日目11月19日木曜日。

・実施時間：第1回目午前８時、第２回目午後２

時。

・調査手続き：第1日目である１１月16日は、Ａ小

学校の養護教諭が２クラスの体温測定の教示を

行なった。測定方法は、体温計を被験者に各自

１本づつ体温計を配り、クラス全員が同時に腋

に挾んで測定し、測定が完了すると同時に被験

者本人が記入用紙に各自の測定値を記入した。

第２日目の111]191]は、男子大学生が測定教示

を行った。第２日目も第1日目と同様に、被験

者本人がそれぞれ測定し、測定値を記入した。

我が国で低体温児が初めて注目されたのは、正

木（1990）によって取りあげられてからである。

通常児童は大人よりも体温が高いとういうのがこ

れまでの通念であったが、主に朝の体温が36度に

みたないものが増えているというアンケート結果

であった。小児科医の甲賀（1992）は夜型生活と

運動不足の結果ではないかと推論している。彼は

幸いなことにこれらの低体温児には現在のところ

病気といえるほどの症状はでていないと報告して

いる。埼玉県の郡部の小学校で、低体温児につい

て検討した長根（1997）においても、低体温の子

どものなかにも健康意識の良好な児童はたくさん

いた。彼は不定愁訴のある低体温児に関しては注

意しなければならないと報告している。彼の研究

から低体温児は都市地区だけでなく郡部でもみら

れたことから、これは全国的な現象ではないかと

考えられる。

長根（1997）によれば低体温傾向は学齢期シン

ドロームの1つである。背景は現代生活の生活ス

タイルの変化、夜型の生活、朝食抜き、過度な冷

暖房一体温調節能力の低下一ストレスー不定愁訴

の連鎖、活動性の低下、という悪循環が推測され

るという。長根の「低体温と学校生活における活

動性」に関する研究で、低体温児群は統制群にく

らべ授業中の発表回数が少ない、アンダーアチー

３．調査項目：(1)生活習'慣尺度：生活に関する

質問７項目、食珈に関する質問９項ロ、遊び・運

動に関する質'1115項目の計21項|]からなる。（２）

学習習・債尺度：杉村（1986）から18項目を選択し

た。因子分析の結果、「基本的学習習慣」「学習計

画性」「学習方略」の３因子が抽出された。(3)ス

トレス反応尺度：斑数・中澤(1997)の20項目を使

11]。「身体反応」「抑欝・不安」「不機嫌・怒り」

｢無気力」の４因子からなる。(4)性格特性尺度：

ＹＧ性格検査の神経質傾向と社会的外向の２因子

各４項目の計８項目について2件法で回答させた。

－２２６－
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結果と考察 ほどあまり食べないことを示す。体温と学習習'慣

との間には有意な相関は得られなかった。月曜日

の朝の体温が生活習慣と関連が深いことは興味深

い。ある養護教諭によれば「月曜日に保健室に不

定愁訴で訪れる子どもが多い」という。一般にブ

ルーマンデーともいわれるが、低体温もその一因

となっていることが推測される。つまり休日の生

活モードから学校モードへと切替えるのが困難な

ことが体温にもあらわれている。

体温と性格特性の社会的外向と間のみで有意な

相関が得られた。これは月曜日の昼の体温が高い

ほど社会的外向得点が高いことを示している。

体温とストレス反応との間には1つだけ有意な

相関が得られた。木曜日の朝の体温と無気力との

間のマイナス相関は体温が高くなるほど無気力の

得点が高いことを示す。これは、低体温児に予測

されるものとは逆の結果で解釈が困難である。３７

度台の児童が５人（37.0が３人、37.1が１人、３７．

５が１人）いたが微熱のために無気力となったの

であろうか。

１．体温の結果

体温の平均値は、月曜日の朝が36.31（ＳＤ＝

ｑ45)、昼が36.48（ＳＤ＝0.49)、木１１１M日の朝が

36.25（ＳＤ＝0.50)、昼が36.64（ＳＤ＝0.36）であっ

た。ｔ検定の結果、有意な性差はみられなかった。

４回の測定値間で相関を求めたところ、４２から

､5５（p＜001）の間の相関値ですべて有意であっ

た。このことから個人内で体温はほぼ一定である

といえる。

２．体温と性格特性、生活習慣、ストレスとの間

の相関

体温と性格特性、生活習慣、ストレスとの間の

相関係数を算出し表３－１に示した。体温と生活

習'慣との間には５つの項目で有意な相関が得られ

表３－１体温と生活習慣､ストレス反応､性格勝性特性との相関

体温計測日月（ＷＩ）月（昼）木（Ｗｊ〉木〈品）

<生活習慣〉

決まった時１ｍ-.329.゜
に起きるか

朝食の傾度

消涼飲糾水

閥食

遅刻の緬度－２５６．

３．低体温児群と普通体温児群の比較

合計で４回計測した体温の測定値のうち、１回

でも36度未満であったものを低体温群とし、それ

以外の36度以上のものを普通体温児群とした。そ

れぞれの人数を表３－２に示した。この表から、

沖純県においても３割程度の低体温児の存在が確

認された。正木（1990）によれば、1992年の東京

都目黒区立東根小学校のデータでは、全校生と30

1人中37.2％が低体温であった。長根（1997）に

よれば埼玉県越生小学校では２年生と４年生の７３

名中31名と４割近くが低体温児であった。本研究

では６年生２クラスのみと少ない人数を対象とし

ており、一般化することには避けるが、沖縄県の

児童においても本土の都市の児迩と同程度の低体

温の現象がみられることが推測される。尚、本研

究の対象は沖縄県の都市部の商業地区にある小学

校であった。

生活習慣、学習習慣、ストレス反応の各下位因

子について、これらの２群間平均値の差をt検定

で行った。その結果、全ての下位因子について２

群１１１１に有意な差は認められなかった。これは、測

定方法や選択基準の緩やかなことによるものなの

254.

-.255.

-.274.

〈ストレス反応〉

蒸気力

〈性格特性〉

社会的外向

-.267。

､2４４．

．ｐ<､０５．．Ｐ<01

た。月lIiMHの朝の体温と起床時間の規則性との間

に有意な相関がえられた。これは体温が低いほど

決まった時liljに起きないことを意味する。月l曜日

の昼の体温と猜涼飲料水との間のマイナス相関は

体温が低いほど毎日飲むことを示す。月曜Ｈの昼

の体温と間食の頻度のマイナス相関は、体温が低

いほど毎日間食をすることを示す。)]llii1l｣の昼の

体温と遅刻の頻度の間のマイナス相関は体温が低

いほどよく遅刻することを示す。木llii1Hの朝の体

温と朝食の頻度との間のプラス相関は体温が低い

－２２７－
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会発表論文染Ｐ74．

長根光り］１９９１学校生活における児童の心理的

ストレスの分析一小学４，５，６年生を対象に

して－教育心理学研究，39182-185．

嶋田洋徳・岡安孝宏・坂野雄二１９９１児童の心

理的ストレスと学習意欲との関連健康心理学

研究，５，７－１９．

鳥井哲志・田中正敏・中村和利・鈴木秀吉・佐藤

理・佐々木武人1995小学生の健康問題と生

活習・慣：主観的健康状態、ストレスと肥満に関

連して健康心理学研究’８(1)，12-21．

杉村健・井上登世子・豊田弘司１９８６小学生に

おける学習習'慣と学業成績の関係奈良教育大

学教育研究所紀要、２２，４３－５７．

鈴木雅子１９９８その食事ではキレる子になる

河出書房新社

竹中晃二（編）１９９７子どものためのストレス・

マネジメント教育一対症療法から予防措置への

転換一北大路書房

山口剛１９９９学校ストレスの臨床河野友信・

山岡昌之（編）ストレスの臨床至文堂

１８５－１９７．

かもしれないので、現時点で結論はだせない。測

定回数を増やすなど、今後さらに改善していく必

要がある。特に体温の測定方法に改善の余地があ

る。児童の体温はその日の外気温の影瀞や活動な

どとも深い関連があるので、測定回数は多い方が

良いことは当然であるが、学校行事等との関連で

何度も測定を行うことは困難も伴うので、今後何

らかの工夫が必要である。

表３－２低体温群と普通体温群の人数(％）

低体温群 普通体温群

３０(73.2）

２４(73.2）

別(71.2）

鋸一好一蕊

Ⅱ(26.8）

11(３Ｍ）

22(28.9）
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付録：生活習慣尺度の結果（男女別クロス表）

表１就寝時刻（ＰＭ）

9:00～９:3０ 9:30～10:0０ 10:00～10:30110830～１１:0０ 12:00～12:3０

１（２６）

１（2.9）

２（2.8）

子
子
体

男
女
全

4（105)１３(7.9） 13(342） ７（18.4）

O（0.0） 1（２９） ７（206）

20(278）

６（176）
-

13(18.1）４（５６） ４（５６）

ｒ２＝１０．２６，．ｓ

表２起床時刻（ＡＭ）

4:00-5:３０１５:30-600
１(26)’６(158）

7:00～７:3０

２（5.3）

２（5.9）

４（5.6）

子
子
体

男
女
全

13(34.2）

９（306）

22(306）

２（5.9） ３（8.8）

３(4.2） ９（12.5）

が＝１．９６，．ｓ

表３冷暖房の使用頻度

毎日

８（211）

１日おき 1週IHIに１回

１６(42.1）

１０(29.4）

２６(36.1）

男子

女子

全体

４（10.5）

７（20.6） ９（26.5）

15(208)Ｉ１３(18.1）

J[2＝３．３９，．ｓ

表４排便の頻度

処LL且三二
１７(447)’１６(421）

1週'111に２回

４（10.5）

1週間に１１，１

１（2.6）

０（00）

１（Ｌ４）

男子

女子

全体

８（250） 21(656）

が=458,.s

表５決まった時間に起きるか

２１ ４

１（2.7）

１（2.9）

２（２８）

子
子
体

男
女
全

４（108)’２９(78.4）

兀＝０７５，．ｓ

1．いつも決まった時間に起きる２．たいてい、決まった時間に起きる

３．あまり、決まった時間に起きない４．決まった時間には起きない

－２２９－
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表６決まった時間に寝るか

３ ４

５（13.2）

2（５９）

７（9.7）

男
一
女
一
全

ｘ２＝１．６４，．ｓ

1．いつも決まった時間に寝る２．たいてい、決まった時間に寝る

3．あまり、決まった時M1に寝ない４．決まった時間には寝ない

表７テレビの視聴時間

1時間以内

２（5.4）

４（121）

６（8.6）

男
一
女
一
全

工2＝４．７９，．ｓ

表８テレビゲームの使用時間

全然しない

11(28.9）

２７(79.4）

３８(52.8）

男子

女子

全体

が＝18.49,.ｓ

表９朝食の頻度

毎日

５３(73.6）

２８(82.4）

５３(73.6）

男子

女子

全体

工2＝３．９６，．ｓ

表１０夕食の頻度

DＣ

が＝４８１，．ｓ

－２３０－



擁数・井上・田場：児童の生活習憤と,L､理的ストレスー性格特性と低体温との関連で－

表１１家族全員での朝食

1週１１Mに２１m未満

２０(55.6）

16(47.1）

1週間に２回

７（19.4）

毎日２日に１回

子
子
体

男
女
全

３（11.1） ５（13.9）
－

６（17.6）

11(15.7）

が＝0.60,.ｓ

表１２家族全員での夕食

毎日

１１(28.9）

８(24.2）

１９(268）

子
子

男
女

全体

jr2＝１．１４，．ｓ

表１３給食

全部食べる

２５(67.6）

１０(29.4）

３５(49.3）

子
子
体

男
女
全

r2＝１１．２６１ｺ＜,0１

表１４清涼飲料水

飲まない｜週１～２本

二iil竺篶！９(23.7)’19(50.5）男子

女子

全体 ３（４２）

ェ`＝4.79,.ｓ

表１５間食

1週'11に１１m以下

14(36.8）

５（14.7）

１９(26.4）

子
子
体

男
女
全

r'＝７．２６，．ｓ

表１６外遊びの頻度

毎日

Ｍ(368）

１０(31.3）

２４(36.8）

２Ｈに１回

男子

女子

12(17.1Ⅱ１４(20.0）全体

r2＝４．８９，．ｓ

－２３１－
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表１７外遊び時間

2時間以上

２０(54.1）

８(24.2）

２８(40.0〉

子
子
体

男
女
全

gu2＝６．８０，．ｓ

表１８遅刻の頻度

2．よくする’３．たまにする 4．まったくしﾎﾚ、

２８(73.7）

３０(88.2）

５８(80.6）

子
子
体

男
女
全

4(10.5)’６(15.8）

ｒ２＝5.86,.ｓ

－２３２－


